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第１章 プロジェクトの概要 

１.背景・目的 

 

我が国では、2016 年児童福祉法改正以降、里親委託を増やすための施策が打ち出されるよ

うになった。2020 年度以降、特に乳幼児里親委託を促進することが各都道府県において喫

緊の課題とされ、里親養育の支援やその質の向上が求められている。欧米諸国では、社会的

養護のもとにいる子どもへの実証研究成果においては、できる限り早期に良好な家庭養育

へ移行し、安定したアタッチメントを可能にする個別の関係を得ることが重要であること

が明らかになっている。しかし、家庭養育への移行が全てを解決するわけではなく、個別の

養育の質こそが子どもにとっては最重要であることも強調されている。 

乳幼児のケアについては、衣食住を十分に保障し、安全な環境を用意するといったハード

面においては、わが国の状況は優れた環境が用意されているといえる。しかしながら、社会

的養護のもとにいる乳幼児は、人生早期に親からの分離や喪失を体験しており、なかには虐

待やネグレクトなどの不適切な養育を体験した場合も少なくない。 

だが我が国においては里親養育の現場では、このようなさまざまなリスクを抱えた乳幼児

に対し具体的にどのような支援が必要なのかについての十分な知識が圧倒的に不足してい

る。加えて、我が国ではそうした乳幼児里親養育に関する情報を包括的に得られる研修やプ

ログラムはほとんどなく、参考にできる情報も乏しい。そのため、本プロジェクトでは、乳

幼児里親に特化した知識を学べる研修講義と、実践に基づいた子どもの観察方法や家族支

援を含めた、包括的なプログラムの開発をおこなうことを目的とする。 

 

２.実施内容 

 

(1) 乳幼児里親支援プログラムの実践 

これまでに作成した乳幼児里親支援プログラムをもとに、引き続き、フォスタリング機

関において、研究協力者の募集、Watch Me Play!の実施、スーパービジョン、事後調査を

おこなった。Watch Me Play!は、里親、養親家庭では週3回、1回20分、家庭訪問は月に2

回のペースで行い、適宜スーパービジョン行った。 

また昨年度に問い合わせのあった児童養護施設において就学前の子どもへの支援として

今回のプログラムを適応することについての関係者と検討するためのミーティングをおこ

なった。 

 

(２)Watch Me Play! 開発者、ジェニファーウェイクリン博士の招聘 

 乳幼児里親支援プログラムでは、The Tavistock & Portman NHS で開発された社会的養

護のもとにいる乳幼児を対象に開発された Watch Me Play!プログラムを実践として使用し
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ているため、開発者であるジェニファーウェイクリン博士を日本に招聘し、講演会、日本の

プログラムへの助言、実践者へのスーパービジョンやミーティングをおこなった。 

 

(３)プログラムの評価の検討 

 プログラムによる乳幼児の発達の変化を捉えていくための、子どもへの侵襲性の低い生

物学的指標としてアイトラッキングを使用するための課題の検討を昨年度に引き続きおこ

なった。特にWatch Me Play!プログラムでは、遊びを通じて養育者と子どもの関係性の変

化などが起こりやすいことから、他者との相互交流における社会的認知能力に注目した課

題を設定したパイロット調査の分析を行った。 

 

(４)乳幼児里親支援プログラムの研究希望者の説明 

Watch Me Play!プログラムを含む乳幼児里親支援プログラムへの研究への問い合わせにつ

いて、適宜、質問への対応を行った。希望者には Watch Me Play!プログラムのマニュアル

を配布し、同時に研究協力を募った。 

 

 

３.検討委員会 

 社会的養護のもとにいる乳幼児を包括的に支援するプログラムを開発するために検討委

員会を開催した。日本版の乳幼児里親研修に必要とされる内容の検討と実践方法などにつ

いて議論を行った。 

 

(１)体制 

【構成員】(50 音順、所属先は 2024年 3 月時点) 

・長田淳子氏 (二葉乳児院) 

・引土達雄氏 (国立成育医療研究センターこころの診療部) 

 

【研究所】 

・上鹿渡和宏 早稲田大学社会的養育研究所 所長 

・岩崎美奈子 早稲田大学社会的養育研究所 客員次席研究員 

・御園生直美 早稲田大学社会的養育研究所 客員次席研究員 

 

(２)開催状況 

プログラムの内容の開発と調査研究の検討のため 2023年 11月に、検討委員会を開催した。 
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第２章 乳幼児里親養育支援モデルの実践 

１.乳幼児里親支援モデルの実践 

  

 

図 1 乳幼児里親養育支援のモデル 

 

(１)乳幼児里親養育支援モデルの実施 

上記のモデルに沿って、本年度も引き続き、支援プログラムを提供した。今年度は、昨年

度の継続中の Watch Me Play!による実践をおこなった。内容は昨年同様に週 3回 1回 20 分

の Watch Me Play!の実践、支援者は 2週間に 1回の訪問とした。今年度の訪問をおこなっ

た支援者は、昨年度すでに Watch Me Play!のスーパービジョン等のトレーニングを全て修

了していたために、スーパービジョンは適宜必要に応じて行われた。 

 全てのケースにおいて、養育者からの遊びの内容の報告と、支援者の記録、スーパービジ

ョンの際のメモを記録した。現在のところ、研修を終了したものは 12名となった。来年度

も引き続き、研修を行う予定である。 

 

(２)乳幼児里親養育支援モデルの児童養護施設への応用 

昨年度、児童養護施設でも今回の Watch Me Play!を含めた研修プログラムを受けたいとい

う申し出がありミーティングをおこなった。具体的に実施に向けての計画として、児童養護

施設での適応について検討をおこなった。 

 児童養護施設での実施に際しては、子どもの担当職員が子どもと Watch Me Play!を行う

ことが最も効果が高いことから、職員が一対一の時間を取る間に他の子どもたちの安全を

LINE本⽂ページ

乳幼児里親養育支援のモデル
アウトカムインプット

乳幼児里親養育支援
モデルの開発／実施

サポートシステムの導⼊ アウトプット

乳幼児里親SWのスキル向上

• 乳幼児に関する知識の向上

• 支援のスキルの多様性

• 里親との協働

評価：質問紙、半構造化面接

養育者の質の向上

• 子どものニーズ理解

• 育児ストレスの軽減

• 養育の安定性

• 専門職との連携の促進

• チーム養育の促進

・評価：
質問紙、半構造化面接

子どもが健やかに成長する
こと

• 子どもの発達の変化
• アタッチメント
• 言語
• 対人関係
• 家庭養育への適応
• 専門的支援の導入

支援スキルの研修
• 観察スキルやグループスー
パービジョンの提供

• サポート体制の充実

乳幼児の発達に特化した知
識とその対応
（胎児期ー就学前）

チーム養育と協働
• 訪問や電話での定期的なコ
ンタクト

支援プログラムの提供
• WMPプログラムの研修

• 行動観察スキル



 5 

確保するためにその時間は他の職員を雇用すること、また子どもが落ち着いて遊びを行え

る安定した場所の設定といった、施設での枠組みについて検討した。加えて、おもちゃにつ

いても、自分だけの特別な時間として、継続した遊びが行えるように対象の子ども専用のお

もちゃを準備することなどが確認された。 

対象となる子どもをどのように決定するのかなどについても検討をおこなった。Watch Me 

Play!の実施に際しては、支援者は里親家庭への訪問で養育者への支援を行う構図になって

いるが、児童養護施設の場合には、同じ職場の同僚という立場になるため、そうした支援体

制などについても議論をおこなった。実際の施設養育における上記の乳幼児里親養育支援

モデルの応用の開始は来年度となる予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 6 

第３章 Watch Me Play!プログラム理解の促進 

１.Watch Me Play!開発者、ジェニファー・ウェイクリン博士の招聘 

乳幼児里親支援プログラムでは、The Tavistock & Portman NHS で開発された Watch me 

Play！プログラムを実践として使用しているため、開発者であるジェニファーウェイクリ

ン博士を日本に招聘し、専門家向けの講演会、日本版プログラムへの助言、実践者への事例

検討を含めたミーティングがおこなわれた。 

 
２.プログラムモデルについてのミーティング 

 ジェニファー・ウェイクリン博士の招聘に伴い、研究員がモデルについての検討のための

ミーティングを行った。以下はプロジェクト研究員が参加し実践したミーティングや講演

会の内容について記す。 
 
2023年 11月 10日 ミーティング (早稲田大学社会的養育研究所) 

 

l 日本の社会的養護に関する状況の説明 

l Watch Me Play!プログラムの実施状況の説明 

 

2023年 11月 11日 ミーティング (早稲田大学社会的養育研究所) 

  

l Watch Me Play!の実践内容の報告 

l 日本版乳幼児里親支援プログラムに関しての意見交換 

 
2023年 11月 12日 ミーティング (早稲田大学) 

  

l 乳幼児里親養育研修プログラムの改善と今後の展開についてのミーティング 

l 早稲田大学にて専門家に向けた講演会の実施 (13:30-16:30) 

「社会的養護のもとにいる乳幼児の理解と支援:英国タビストックでの Watch Me 

Play!プログラムの紹介と実践」早稲田大学コマツ 100周年記念ホール 

 

2023年 11月 14 日 事例検討 & ミーティング (二葉乳児院) 

 

l 二葉乳児院にて Watch Me Play!事例検討 

l Watch Me Play!の日本版についての意見交換 
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(１)ミーティングの内容 

 初回のミーティングでは、日本の社会的養護の状況の説明を行いながら、日本での乳幼児

里親養育の現状、研究所のプロジェクトの説明などをおこなった。2回目のミーティングで

は日本版の乳幼児里親支援のモデルと共に、現在の Watch Me Play!の導入の進捗状況や研

究の概要について説明を行いながら、イギリスの状況についての現状について学んだ。イギ

リスでは、Watch Me Play!が対象とする家族や範囲が現在は社会的養護のみならず、より幅

広く一般的なものになっていることや、障害を抱える家族への支援に使われている現状な

どについての説明を受けた。 

 日本版乳幼児里親支援モデルの中にいる乳幼児の多くが乳児院にいる状況や、また乳児

院のシステムから一対一の Watch Me Play!の時間を確保することの難しさなどについて議

論が交わされた。ミーティングの最終日にはジェニファーウェイクリン博士からのフィー

ドバックの内容をもとに、二葉乳児院への訪問をおこなって実践者から Watch Me Play!事

例報告とスーパービジョンを実施した。現時点では Watch Me Play!プログラムの実践は、

主に里親、養子縁組家庭での実施がすすんでいることから、Watch Me Play!に関する課題や

内容は英国と日本で大きな違いがないことが確認された。 

今後の乳児院、児童養護施設など施設での実施については、英国では乳幼児を施設養育す

ることがないために、完全に日本のオリジナルであるため、Watch Me Play!においてどのよ

うな点で注意をするべきか、また今後の継続にあたり養育者との関係性の質や子どもの環

境の違いが現れてくるのかについて想定した話し合いが行われた。 

 

(２)専門家に向けた講演会 

 社会的養護のもとにいる乳幼児についてのニーズの

理解と対応、Watch Me Play!プログラムの内容や英国

での実践と研究についての講演を行った。 

 

当日の参加申し込みは 98名で、主な職種は児童養護施

設、乳児院、児童相談所、フォスタリング機関の職員

と児童福祉や心理学を学ぶ専門家や学生であった。 

(講演会で使用したパワーポイントについては資料 1、

2 にて提示。) 

 

その後のアンケートは、回収率は約 25％(回答数 25名)

であったが、その結果については以下に記す。 
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本日の講義についてご感想をお聞かせください。(自由記述) 

l 乳幼児期の支援は、経験値での養育方法や支援に頼ることがあるが、プログラムの

中身は、乳幼児期を支援する上でとても勉強になる。 

l アタッチメント理論に基づく子どものニーズに対応する手法として参考になった。

遊びに着目することで焦点化しやすくなった。 

l 育児困難感を抱える親支援として、地域保健活動の中でも取り入れることができ

る。 

l 言語聴覚士としても WMPは普段の実践と大きく重なる部分があった。 

l 内容は興味深く、実践に活かせる場面がある。 

l WMPには対象となる年齢の上限がある事を知らなかったが、子育て普段の生活の中

で生かしていけたらと思います。 

l ジェニファー先生から直接お話を伺えたことは、貴重な経験となり、質疑応答も参

考になった。 

l 付け焼き刃的に講習で勉強することも多いが、WMPで子供にきちんと向き合うこ

と、5分でも 10 分でもというところが、実践している人の言葉だと受け止めた。子

供との関わりを関係者、専門家に観てもらい、コメントをもらう点が良い。臨床に

役立つと思った。 

l 乳児院や里親のもとにいる子どもがどのような影響を受けているか、それを補うた

めに何ができるのか、ヒントをえることができた。具体的に映像で見てみたくなっ

た。子ども主導の遊びの大切さについてはジェニファー先生の説明がとてもわかり

やすく、取り入れていこうと思った。 

l すぐ、現場での関わりに活かせるような内容でしたので、さらに理解を深めて学び

を子どもたちに返していきたい。 

l 国や文化が違えど養育についての要諦は同じであると改めて感じた。 

l PCITと今回のプレイが似ていると感じたが、違いも受け入れながら今後の養育に生

かしていきたい。 

l 実際事例を交えた話で、かなり自由に幅広く使えるのではと感じた。効果の捉え方

も、母子の関係や児の発達、養育者の自己効力感や孤独感の減少など、色々あり得

ることが具体的にイメージとして持てた。 

l 乳幼児観察や分析的なセラピーのエッセンスを残しつつも、家庭だけでなく保育園

や児童養護施設など、多様な領域で導入できる取り組みだと感じた。 

l 日本と英国で里親委託は異なるが、子どもが抱える課題、ニーズは変わらないため

里親支援で知識や支援方法として身につけておくことは有効だと思った。 

l イギリスでの実践例を聞けてよかった。 

l 直接お話を聞くことができ、資料と合わせ理解を深めることができた。質疑の際、

英国の動向も知ることができ大変勉強になった。 
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l 今回の講義を聞き、乳幼児観察の観察スタイルが、こんなにも活用できるのかと希

望を持つことができた。 

l たくさんの事例を交えての話で、WMPの考え方から実践による里親子の変化まで、

シンプルで分かりやすく理解を深めることができた。自分の地域でも実践につなげ

ていきたい。 

l 理解を深めるためにはよく観察しながらかかわり、かかわっている状況を客観的に

捉えてくれる第三者と話し合うことで理解がより深まるというのは、対人関係の仕

事全体に共通するような気がした。Watch Me Play!も実践や考え方を日々の業務に

も活かしていきたいと思った。 

l 事例とともに話があり、イメージしやすく理解が深まった。 

l 子どもと関わる全ての人に身に付けてほしいプログラムであった。もっと子どもを

注目しよう、知ろう、そして大人同士が語ろう、を日々保育の現場で実践したい。 

 

上記の結果から、講演の内容については全員が満足と回答し、実践に活用できるとい

う手応えを得たものが多かったことがわかった。また、自由記述のアンケートからは、

それぞれの専門の立場からWatch Me Play!についての今後の支援への利用の可能性など

についての肯定的な意見が述べられたことがわかった。 

ただ今回実施した講演内容は講師からの講義がメインとなり、質疑応答の時間が十分

にとれなかったため、今後さらにWatch Me Play!プログラムの理解の促進のためには、

双方向の意見交換が可能な定期的な研修会なども必要であることが考えられた。保育や

医療などそれぞれの専門性に合わせたWatch Me Play!の活用や、英国で行っているよう

な研修会や継続したスーパービジョンの提供などを行うことで、Watch Me Play!を行う

専門家を養成する場所を作っていくことも重要であると考えられた。 

 

(３)プログラムの評価の検討 

プログラムによる乳幼児の発達の変化を捉えていくための、子どもへの侵襲性の低い生

物学的指標としてアイトラッキングを使用するための課題の検討を昨年度に引き続きおこ

なった。特にWatch me Play!プログラムでは、遊びを通じて養育者と子どもの関係性の変

化などが起こりやすいことから、他者との相互交流における社会的認知能力に注目した課

題を設定したパイロット調査の分析を行った。 

(成果については、「社会的養護のもとで育つ乳幼児の社会的認知発達―アイトラッキング

を用いた探索的研究」乳幼児医学・心理学研究 32(1) 63-72 2023年9月としてまとめられ

ている。) 

 Watch Me Play!プログラムを含む乳幼児里親支援プログラムについて、研究への問い合

わせのあった児童養護施設、フォススタリング機関、児童相談所などにむけて、個別に説

明会を行った。Watch Me Play!プログラムのマニュアルを配布し、希望がある場合はZOOM

等を使用した説明を行い、同時に研究協力を募った。今年度は、児童相談所の里親担当、
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児童養護施設、フォスタリング機関、個別の専門家などからの問いあわせを受けた。 

 

資料 1 講演会資料 
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資料 2 講演会 配布資料 
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